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新知識各項に附けた番號は便宣上のもの

で分類に關係はない．各人の分類確理に

懸用さ才したい・

　　　5ア5　　　　　　　　　カナダ領内の重力甑測結果

　英領カナダではオタワにあるドミニオン天文壬の事業として1902年以來領内各所の重

力観測が始められたが，殊に1914年川開は旧く各地へも出張することとな第最：近まで

には総計128ケ所の櫻渕が尤了した・此等の糊口繍はカナダの南部の國境線（ノ・リフア

クXから牢クトリヤまで）から350i唖以内，及び，マケンジ河に浩ふたあたりに分布し

てみる．麹測によって得た電力の数値は，ブゲ1式，ヘイフオド式，エァリ式及び空中

修正の計算が行はわたが，イソスタシ1の學説上から見ると，結果は，ヘイフオド式よ

りも寧ろZアリ式の方が當ってみるらしい・E［1ち，一般には，エアリ式によるイソスタ

シ1の深さは約35粁であるが，ヘイフオド式によると之れは85粁となる・荷ほ，此のエ

アリ式では，二1下地穀の厚さは約37粁となり，特にlll岳地方は50粁の深さとなる・

　又，標準の重力公式に比すると，

國1祭公式，巨l」ち　　Ye　・＝　978．（）49（1＋C［．Oos28s4sin2ip‘o・OOooosgsinL）2tp）

とは全くよく一一致するが，之れに反して，

ヘルマ1ト式，即ち　了。・・978，030（：1＋0・⑪0δ302・in2φ一〇・000007・inL’2ip）

に封しては十〇・012だけの修蕉を要し，又，

ボ1ヰ1式，E　ilち　　γD＝978．039（1＋O・005294sin2pt－0．0（）0007sin22φ）

に除しては十〇．OO8だけの修正が必妄である，〔Dom．　Obs．1）ub，　XI，　iii．（1936）〕
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な光波との比較を明らかにしたものである・〔Sc．　Am．（1936　Dec．）〕

　　　577　　　　　　　　　　地球表面の不等性

　着工海軍研究所のR．（；　unn氏は世界各地方の重力の強さを比較計算した結果・太李

洋底の地殻の密度は大陸の地下の密度よりも2％ばかり大きいことが知ら才し，之れは恰

も1／15000ほどの傾斜を以って太年年底が低くなってみるのに等しいこととなる・しか

し量れの事實から，ソく陸移動などの問題は決せらオしないが，とにかく，大昔し・太2辞洋

には大きい攣動力が働いてみたことを物忌るものであって，今之加を大茜洋の北部と比

べると，大西洋底に働いた力は太李洋に働らいたものの約一分に過ぎない・地球全騰と

して此の如き不李等な力が働らいてるた舞を考へて見ると，地球が昔し未だ川上状であ

った頃に潮汐力によ0て一部分が分裂し，衛柔が生毒したらしいといふ説を立讃するもの

であるといふ．〔∫．Franklin　Inst．（19360ct．）〕

　　　578　　　　193ア年度の小遊星年艦‘‘Kleine　Planeten　”

　本工937年度の小遊星年鑑が例年の通励蜀國ベルリン計算局から去る12月19日に到着し

た．登骸は146頁のもので，fi　一部には1936年10月1目現在の総計1380ケの小遊」毛の軌

道要素があり，次で此の1937年中に封衝となる106C）ヶの封幽月日と推算表がある・それ

から此の1937年度から新しく（1）Ceresと（2）Pa11asと（3）∫unoと（4）Vestaの位

罵推意表温晦の値として。．”ユまで精細嬢示してある・漏れは去る／93群の1・A・XJ・

パリ倉議の結果である・

　この年鑑には（155）チ（330）．，（40」），（452），（473），（515），（719）の7ケの小遊生の位置

が計算してない．之れは皆…旦鳥見後，行方不朋となり，見失はれた星である．軌道や

携算：表の計算は，無告・ミル1リン計算：局（G，Stracke氏を主任）を初めとし，フランクフル

N一の遊星學院，ソ聯v碑グラド天文出血，鴨脚妖丈属東京天文毫支那余山天文

乏，其の他，個入としてアスプリンド氏ほか27氏（束京廣瀬氏を含む）が分携してみる・

　　　579　　　　　　　セフエ塵μ星の複雑な愛光週期

　セブエ座μ黒は有名な不規則憂光星と思はれてるたが，近年のソ國W・Zessewitsch

氏の研究によれ，ば，此の星は4種類の辺｝り1（25年，12年，700日，100口）の重複したやう

な光度曲線を示し，殊に鳩35－1．s？・9年頃は極少糊に相當するわけで・も等践下Kなって

みるが，術今後の掘測は大に注意される・〔Tadjik　Circ・15〕

　　　580　　　　　　最強力の磁場
　去十一月末，米墨ブイラデルフイや市で開かれたアメリカ／ヒ［遷倉に於いて，マサチ＝L

セツエ學院のF．Bitter教授は未曾有の強力磁石を獲隠した・今までは物理學者が50000

乃至旨5鵬ガラス程厳の磁石を作努得たに舷覧しかも鄭・を長晦開の實瞼に使貼す

ることは殆んど不可能であったのだが，今般ビタノ氏の作った磁石は内径2糎，外裡22

輝，長さ16糎のコイルで，冷水で冷やし，約12000アンペヤの君流を通じ得るもので・

ilf大磁力は無量120000ガウスに明し，少くとも100000ガウスの磁力を保つたまy・長時

間の試瞼研究に堪え得るものであるといふ・
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　　　581　　　　　　　　　1937年度の墜星年鑑より

　去12月21H，ドイツのベルリン大學天丈憂よりの小型出版物第16號として，1937年度

の攣塞手鑑の寄購を受けた・全髄218頁で，例年の涌り，下の如き順序で内容が盛ら才し

てある．

　1　星座毎に今知られてみる攣星全部の目録（5－137頁）

　虹　週期100日以下の攣星の要素表（138－156頁）

　銀　蝕　攣　星（157－173頁）

　TV　赤経の順に配列した愛星のxop”表（174－217貞）

　　A　赤緯一230よりも北のもの（174－197頁）

　　B”　　　南”（198－217頁）
今まで永くR．Prager氏が此の年鑑の編輯者であったが，口氏が退職したので，此の

1937年度からはH．Schne工ler氏が編輯者となった・さて此の1937年度の攣星年鑑には，

第34圏攣星命名表（A．N．6238）から193星オ噺たに加はり，9・．Reticuliが取り清された

ので，総計6968星となり，之れを部類分けして見ると，

　長週期星…・・…一…・tt…・一…・23％　．　蝕　攣　躍・一…・……・……一一…B％

　セプアイ型及双子3型一…・・…・・…4％　「　攣星型式不明のもの……t・t………38％

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　琴RR型……………・・・…P・一・一9％　1

樹ほ，二二日中ではアルゴル呆が7L4％，琴β型が1⑪，9％7大熊W型がILO％で，タ麹

6．7％は未知である．

　因みに，此の年鑑中に用ゐら才レてるる攣星の分類法は1の如くで，例年と籐り違ひは

無いが，参考のため叢に掲げておく．

　1．長週期星　　　　　　　　　　　1　10．琴RR型

　2．不規則星　　　　　　　　1　　内誰琴RRa型
3．双子U型
4．きりんZ型

5．新　　　屋

ti．　』ヒ　冠R塑哩

7．油皿騰星

8．セフェδ型

9．双子ζ型

　　　　　，7RRb型

　　　　　”RRc型

1L牛RV型
12．アルゴル型

13．琴β型
14．大熊W型


